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1979年入社当時のころ 









ない環境でした。 新人当時は 1 日がとても早く、業務をこなすだけで精一杯でした。一般撮影の撮影条件はブ
ッキー撮影台にフォトセンサーなどはもちろん付いてなく、すべてマニュアル撮影で、条件を覚えるのに大変苦
労しました。撮影条件が悪く、再撮影をしたことが何度もありました。 今のような丁寧な教育体制やマニュアルも
無く、一般撮影技術教本だけでした。先輩から短期間に指導を受けその後は 1 人で任され、待機業務も 6 月か





















ビトン島は マレーシアの東海岸、クアラトレンガヌの東に浮かぶ周囲 6km ほどのココナッツが生い茂る小さな


































て翌日から撮影を再開できました。  運よく単なる断線が原因で修理することができましたが、この時は 何時














1986年  2号館完成で大正時代の旧館とお別れ、業務量が増え技師増員。ポケベル待機から当直制へ 
S61 年 8 月、2 号館が完成。 大正時代の旧放射線から大きく拡大し、一般 4 室、TV4 室、断層、AG、エコー、
マンモ、間接、血液照射、暗室、技師室が完成し、放射線機器も一斉に更新されました。各撮影室には更衣室
が備えられ、技師の動線が短縮され、業務効率が格段に改善されました。また１１月には自宅待機から当直制
に変わりましたが、当直明けは午後からの帰宅でした。 1989 年は当院初の MRI-0.5T が導入され、その後も、
MRI の増設が行われ、CT、MRI は 2 台体制になりました。  毎年業務量が増え、1999 年には MD-CT ｱｸｲﾘｵ
ﾝが導入され、技師数は 18人になりました。 















ました。論文は「1 点動脈採血と 123I-IMPmicrosphere model による簡便な局所脳血流定量測定法」核医学
1999;36:839-844 に掲載されました。 核医学会での研究発表や論文投稿では牧野憲一先生に多大なご指導
いただきました。   核医学施設の作業環境測定は専門業者が行っていましたが、年間の測定費用が高額で
した。事務長に相談したところ受験・講習費用、そして測定機器購入費用を負担して頂けることになり 1994 年
に第 1 種作業環境測定士を取得し自前で測定を始めました。その後、後輩 2 人も病院の補助を受けて第 1 種
作業環境測定士を取得しました。  
1991 年からは旭川放射線技師会の理事、そして 2002 年から副会長を 4 年務め旭川地区の技師と交流を深








り、翌年 4月技師長を拝命いたしました。  組織つくりと、質の向上を目指し、ブランド化を進めました。 




年 8月には放射線システムが導入され読影医 3名が旭川医大から赴任し, 専門医による画像診断が始まりまし
た。 2007 年には病院機能評価を受審することになり、業務手順マニュアル、点検記録、医療安全など整備す




ムーズになり検査効率が上がりました。  2012.4 牧野憲一院長が誕生しました。病院経営をマネジメントする
バランススコアーカード（ＢＳＣ）は副院長の時代から取り入れられ、病院が示した戦略マップを参考に、部門ごと










に達するまで 2 年の歳月を要し、2015 年に認定

















します。  2018 年は第６５回定期総会にて功労章を頂きありがとうございました。２０1９年１月第１回施設代表者
会議では 新人教育や、災害における BCP 策定など各施設の現状など学び、懇親会では 安彦 茂会長並び
に役員の方々と交流を持ち、いろいろな情報を得ることができました。今後も継続して頂きたいと思います。  















旭川赤十字病院  医療技術部放射線技師長 増田安彦 
